2006年 電気化学会 秋季大会　一日目(2006.09.14)

1B03　阪大 桑畑研

　酸化チタンとピロール-2-カルボンモノマーを混合して製膜、UV照射により重合することでポリピロール(PPy)/酸化チタン膜を調製したところ、従来(酸化チタン上でのPPy電解重合)よりも脱ドープ反応の応答時間が短縮(3.5s→1.0s)された。これは酸化チタンの導電帯のバンドエッジがPPyの酸化還元準位の負側にあるためで、特にPPyから酸化チタンへの電子移動が遅れることによる。電解液のpHを2まで下げて酸化チタンのバンドエッジを陽極側にシフトさせることでドープ反応の応答速度が向上(9s→5.5s)した。

1B04　九工大 早瀬研
　アルミナ陽極酸化膜を鋳型とした液相析出法によりチューブ状酸化チタン薄膜を調製し、発光素子電極とした。焼成温度が低い場合には酸化チタン膜中に-OH, -NHなどの存在が確認され輝度も低いが、高温で焼成して結晶化度を高めることでアルミナ陽極酸化膜よりも輝度が向上した。
1B05　東大 西原研
　フォトクロミック反応を示す3-フェロセニル-4’-カルボキシアゾベンゼン(3-FcAB)溶液にITOを浸漬して単分子膜とした。基板上ではJ会合体を形成することでアゾ部位の反応性が低下し、溶液中より吸収波長がシフトした。また基板上の3-FcABに電圧を印加して酸化・還元状態を変化させると光に対する応答性が変化し、同じ365nmの照射でもsis←→transの遷移が逆方向となった。
1B06　九工大 早瀬研
　細孔内を酸化チタンで被覆、およびイオン性液体 MPIｍI電解液で修飾したアルミナ陽極酸化膜を擬固体化電解液層として用いた。酸化チタン電極との接触面積が半分以下となったものの拡散定数が増加し、またFT-IRでは細孔内でI5-が高濃度に検出されたことから、グロッタス機構による電荷移動が起きていると考えられる。このとき、酸化チタン電極内、および近傍ではヨウ素濃度の低下が見られ、ヨウ素の吸収に由来する400nm付近の太陽光透過率が増加することでIPCEが向上していた。
1B07　九工大 早瀬研
　アルミナ陽極酸化膜の細孔内をPEDOT-PSSにより修飾し、イオン性液体MPIｍI電解液を浸漬して擬固体化電解液層として用いた。PEDOTは浸漬溶液濃度を1.0wt％とすることで最適量を担持し、ヨウ素濃度を300～500mMとすることでIPCEの低下を抑制した。これによりイオン性液体のみの場合よりも導電性が向上、Jscが増加していたが、今後さらに逆電子移動の抑制によるVocの改善を試みる。

1B08　産業創造研究所・阪大 柳田研
　酸化チタン-ヨウ素レドックスを用いた系で有効波長となる830nm以下(=1.5eV以上)に広い吸収帯を持たせるため、ビピリジル基にπ電子共役系を導入したRu錯体色素(HRS-3)を調製した。IPCEは全波長域でN719より高い値を示し、変換効率が3%向上(相対値, 6.27→6.44%)した。また長鎖の炭化水素基を持つことであらゆる溶媒において溶解度が低下し、多段階の浸漬処理による他の色素との共吸着が容易となる。N719と併用したところ、変換効率を11％向上(相対値,6.27→6.96%)させることができた。
1B09　東理大 荒川研

　β-ジケトナート配位子に長鎖炭化水素を導入したRu錯体色素Z907を調製し、SephadexおよびHPLCにより立体異性体の分離・精製を試みた。ブラックダイに比べて盛る吸光スペクトルが増加し、また接触角も大きく耐水性が高いこと、また会合体の形成を抑制するデオキシコール酸(DCA)が不要であることが分かった。
1B10　産総研・信州大 鈴木研
　チオフェン間のπ-πスタッキングによるチタニア表面被覆を目的としたヘキシル基を導入したカルバゾール系有機色素MK-1,2,3を調製した。これにより、チタニア表面の被覆性の向上により逆電子移動が抑制されることが原因と思われる電子寿命の向上が見られ、N719に近い変換効率を得た(max 7.7%)。

1B11　東理大 荒川研
　赤外に吸収帯を持つシアニン系色素NK-6037について溶媒とDCA濃度の最適化を行った。EtOH:t-BuOH＝2:1とし、DCAを30ｍMとしたときに色素の吸着量および吸着状態が最適となり、電子寿命の増加によるVocおよび変換効率が改善された。
1B12　静岡大 奥谷研
　SPD法の前駆体をDBTDAからSnCl4に変え、さらにSnCl2により二層化すると巨大かつ均一な凹凸を持つテクスチャ構造となってヘイズ率が増加し、旭ガラス製品に近い光学特性を持つITOとなった。これにより光の拡散・閉じ込め効果が大きくなり、また粒界および酸化チタン接触面との界面抵抗が改善さていると考えられる。さらに前駆体からのCl-の残留によるキャリア濃度の増加もあり、Jscが向上していた。DSCでは酸化チタン膜に大粒子の散乱層(30nm, 7m／100nm, 5m)を加えることで長波長域(600nm～)の吸収が増加し、さらにJscが向上した。
1B17　信州大
　p-型半導体NiO電極に各種色素、電解液を用いてAPCE(＝IPCE／膜の吸収率)を評価し、ホールの移動効率について検討した。APCEはHOMOが深いほど、電解液溶媒の粘度が低いほど高い値が示された。また、ヨウ素濃度が高いとJscは増加するが、I3-による光吸収、および色素-NiO間の電子移動度が高いためAPCEの向上は得られなかった。今後、NiOのVBおよび電解液の酸化還元準位に応じたHOMO-LUMOを持つ色素をさらに検討する必要がある。
1B18　九工大 早瀬研
　表面を研磨処理したFTO基板では、インピーダンス測定により酸化チタン界面との接触抵抗成分の減少が見られた。また、適当な表面粗さが残るように処理時間を短くすることでJscの向上による電池特性の改善が示された。酸化チタンとの界面における物理的接触の改善、あるいはCl-, F-の組成が変化したことが原因と考えられる。

1B19　九工大 早瀬研
　安価な建築用のLow-Eガラスに研磨、およびオーバーコート処理をしてFTO基板としたところ、電池用FTO基板のような研磨処理の効果が見られなかった。研磨処理により抵抗成分の減少からFFは向上していたが、オーバーコート時のCl-濃度の増加による導電膜の品質と光学特性の低下、ガラス自体の厚みによる光学特性の低下が原因と考えられる。
1B20　九工大 早瀬研

　耐ヨウ素性を有し電子の漏れが少ないタングステンを酸化チタン電極(D/SP 18m)上に蒸着しての集電極(厚さ20～30nm)としたところ、Jscの増加(15.5→16.3)とVocおよび内部抵抗の低下が見られた。今回はスパッタリング膜であるため酸化チタン表面を覆っただけであるが、電極内に立体に配置した場合については今後検討する。
1B21　武蔵工大 永井研

　チタン酸の加水分解をpH、温度、濃度、時間をコントロールして段階的に行うことにより酸化チタンの結晶性と形態制御を検討した。時間をかけて段階的に反応を行うことで結晶性の高いルチルの酸化チタン膜を形成でき、FTO基板上でバッファ層としたところ、酸化チタン/FTO界面の結着性の向上が得られた。
1B22　京大 吉川研

　10wt％ Nb2O5／TiO2電極ではJscとこれに伴う変換効率の向上(6.00→6.42％)が得られたことから、水熱合成によるチタニアナノワイヤーへのNb添加を試みたがワイヤー形成の生成物は得られなかった。そこでNb2O5のナノワイヤー(100～200nm, 1～3m)を調製してTiO2粒子と混合(10wt％)したところ、Naの残留によりJscが低下(12.1→8.3)したがVocは向上(0.76→0.77)した。これの詳細な機構については今後の検討となる。
1B23　京大 吉川研
　水熱合成により調製したTiO2ナノワイヤーはその後の熱処理により結晶化し、処理温度によりTiO2(B)(500℃)とアナターゼ(700℃)を作り分けることができる。TiO2(B)ではナノワイヤーの直線的な結晶構造が残っているが、脱水による格子欠陥や結晶化度の低さにより導電性が低く、ナノ粒子酸化チタンと混合(10wt%)して電極としたとき、アナターゼの方が電池特性は高かった(B6.17%, Ａ6.53%)。また、処理温度を低くすることで比表面積が大きく、部分的にナノワイヤー化した試料を電極膜に混合(10wt%)することで効率が向上(P25 5.59%→7.30%)した。
1B26　岐阜大 箕浦研
　電解析出により作成したZnOナノワイヤー電極にカルボキシル基を持ち、ZnOへの吸着性の良いD149を用いることで5.6%の変換効率を得た。ZnO電極での色素ごとのVocの差は電子密度に依存するが、電子の拡散時間、拡散長、寿命、およびトラップ濃度とは傾向が一致せず、フラットバンド電位によりプロットすると高い相関性を示した。
1B27　岐阜大 箕浦研
　ナノ粒子ZnOより調製した電極膜を飽和ZnO水溶液中での加熱処理によるネッキングの改善を試みた。40℃, 10minの処理によりAPCEの増加および電子拡散長、拡散時間の増加が示され、電池特性が向上した(1.71→2.15%)。また、処理温度が高く時間が長い場合には、比表面積の減少に由来すると考えられる色素吸着量の減少により電池特性は低下した。一方、飽和MgO水溶液を用いた処理ではバリア層の形成によると思われるVocの改善により特性が向上し(2.29%)した。フィルム電極の低温製膜への応用を検討中である。

1B28　九工大 早瀬研
　150℃で低温焼成したフィルム基板上の酸化チタン電極に超臨界CO2を用いて色素吸着を行ったところ、色素吸着量の増加によりJscが向上した。一方、酸化チタンのネッキング性が低く粒界付近での色素吸着が不十分となり、表面電荷トラップの残留があり、電子寿命の増加および暗電流の低下は微小でありVocはほとんど変化しなかった。N719からのプロトンによるフラットバンド電位の低下、増加した吸着色素によるカウンターアニオンの接近防止等による効果も考えられ、今後検討する予定である。
1B29　九工大 早瀬研
　混合溶液への浸漬によるブラックダイとNK3705との共吸着では、ブラックダイ単独よりもわずかに高い電池特性が得られた。600nm付近においてIPCEのピークシフトと増加見られることから、有機色素との混合によりDCA同様に会合状態を抑制していると考えられる。さらに、超臨界二酸化炭素によりブラックダイを、その後の浸漬によりNK3705を共吸着したセルでは各々のIPCEを重ね合わせたスペクトルとなり、Jscの増加(20.4→21.8)による特性の向上が得られた。
1B30　九工大 早瀬研
　Na置換後のチタニアナノナノワイヤーでは焼成により形状が変化するが、Naの残留は電池特性の低下を示す。そこで洗浄処理後のナノワイヤーをNbエトキシド水溶液中で加熱し、Nbでナノワイヤー表面を被覆することで架橋を行ったところ、焼成後にもワイヤー形状を確認することができた。これをP25と混合してDSCとしたところ粒界の減少が理由と考えられる電子拡散長の増加が得られた。また表面積が増加して色素吸着量が増えたことでJscの増加、逆電子移動の防止による電子寿命の増加と暗電流の減少を示し、電池特性を向上させることができた。
1B31　東工大 伊原研
　銀ナノ粒子のプラズモン共鳴では、電場の変動に応じて光の照射面の反対側に電場が近接場光として染み出し、この強められた電場をRu錯体色素により取り出すことで吸光度の増大を図る。耐ヨウ素性のためポルフィリンにより被覆したAgナノ粒子を含浸した酸化チタン電極(12m)では、低濃度のAg粒子を担持することでICPEが2.3倍に増加し、変換効率が1.5%から2.5%まで向上した。
1B32　東工大 伊原研
　プラズモン共鳴に用いるAgナノ粒子は耐ヨウ素性を持たせるため表面をチオールで修飾しているが、チオール単独ではIPCEおよび変換効率の向上がないことから、これらがAgナノ粒子の効果によるものであることが確認された。Ag粒子濃度と酸化チタン膜厚の最適化を行ったところ、膜厚およびAg濃度によらずIPCE、吸光度の増加が得られ、特に薄い酸化チタン膜に微量のAgナノ粒子を担持したときに増加率は高いことが示された。
1B33　東大 立間研
　Agナノ粒子／単結晶TiO2薄膜では照射光波長に応じたサイズの粒子が溶解し、他粒子上あるいは新規粒子として析出することでフォトクロミック特性を示す。このときの粒度分布には波長によらず溶解･析出している領域があるが、これはAg+濃度に依存した核形成および粒子成長速度の影響、また紫外光強度に依存した異方性が影響すると考えられる。
1B34　岐阜大 箕浦研
　電解析出によるZnOナノワイヤー膜の析出機構について、電解時の電流量からZnOおよび共吸着する色素の吸着･析出レートの測定･制御について検討した。また、生成するZnO／エオシンY膜の組成比を印加電圧の異なる条件下において析出レートから予測するモデル式を立て、実際の組成変化に近い結果を得ることができた。
1B36　岐阜大 箕浦研
　ZnOナノワイヤー電析膜上にポリチオフェンP3P7HTをキャストしてホール輸送材層を作成した。ZnO／P3P7HTの組み合わせにより光電変換が行われることがわかったが、分子サイズが大きく細孔充填率が低くなりZnOとの界面が減少するため変換効率は低くなってしまうことから、今後より低分子の有機p型半導体を検討する必要がある。

2006年 電気化学会 秋季大会　二日目(2006.09.15)

2B02　阪大 松村研
　C60／芳香族アミンを用いる有機薄膜太陽電池ではアミンのガラス転移温度に対応し、Jscが最大となる熱処理温度がシフト(TPD>NPD>TDAPB)していた。またSTEMでは熱処理によりC60のカラム状結晶の隙間に溶融したTPDが侵入している様子が観察され、これによりキャリアパスの形成と界面の増加が生じ、電池特性が向上していることが確認された。

2B03　阪大 桑畑研

　800nm以下の広い領域に吸収帯を持つAg2Sナノドットを酸化チタン電極膜上に担持し、量子ドットによる増感太陽電池とした。Ag2S担持量は酸化チタン電極を0.1M AgClO4と0.1M Na2Sとに交互に浸漬する回数で制御し、XRDより求めた平均粒径は14.5±0.5nmとなっていたが、実際にはより微粒子側に分布を持つ。得られたナノドットの粒度分布は一定となったまま、担持量に比例してIPCEの増加が得られた。
2B04　東大 立間研
　TiO2薄膜上にAuナノ粒子を担持した光電極では、400nm以上の可視光を吸収してプラズモン共鳴による電荷分離を生じる。この上にホール輸送材をキャストした光電極ではAuナノ粒子の吸光スペクトルとアクションスペクトルが一致し、また電池特性が担持量に依存していることから、プラズモン共鳴からの電荷分離に由来していることが分かる。このときの酸化チタン薄膜はスピンコートにより作成したものであるため界面やAu担持量が少なく、またホール輸送材の材質や厚み等を最適化する必要がある。
2B05　東大 橋本研
　基板上に製膜したZnOコロイド膜をZn(NO3)2水溶液中で水熱処理によりZnOナノロッドとした。この上に有機薄膜太陽電池を作成し、バルクへテロジャンクションから効率的に電子を捕集する集電極とした。このときZnOロッド長は水熱反応条件によりコントロールされ、ロッド長によらずJscはほぼ一定であったが、効率的に電子を捕集できるようになるためIPCEおよびFFがロッド長に依存して向上することが示された。
2B06　横浜国立大 渡邉研
　スクシノニトリルは結晶-液体間の中間相として分子の回転に由来するプラスチッククリスタル(PC)相を持ち、ヨウ素等の電解質を加えても固体の状態を維持したまま、液相と変わらない導電率やイオン拡散定数を示した。このとき、スクシノニトリルとヨウ素レドックスの間でイオン交換の可能性があるが、CVではヨウ素の酸化還元ピークが維持されていることから、電解液としての機能は維持されることが分かる。電池では細孔内への充填が難しいため、界面抵抗および液相中の電荷移動抵抗がMeANの2倍となりFFの低下を示した。
2B08　東大 橋本研
　オレイン酸をテンプレートとしたゾル-ゲル法によりITO基板上にTiO2ナノロッドを形成した。これをMEH-PPVにより被覆して光電変換特性を測定したところ、フラットなTiO2層を導入した場合に比べてフィルファクターが高い値を維持したまま短絡電流密度およびIPCEの増加が見られた。TiO2ナノロッドが励起子の輸送経路として作用し、再結合確率が低下するため厚膜化が可能となり、変換効率が増加したと考えられる
2B09　京大 吉川研
　有機薄膜太陽電池のPCBM層を貧溶媒としてNMPを添加して析出させることで結晶化度が増加し、製膜後の加熱によるアニーリングと同様の効果が得られた。また、ITO上にチタンのアルコキシドをキャストし、焼成してTiO2層として導入するとホール・励起子のブロック層および光散乱層として作用することで電池特性が向上(4.05%)し、また光電変換層内へのAl電極の侵入を防ぐことで耐久性も向上した。
2B10　阪大 柳田研
　PEDOTをTiO2細孔内で光重合して固体ホール輸送材として用いたところ、PEDOTは重合度とは関係なく対極との接触が重要となるため、アノード側から光照射した場合に電池特性が高くなった。また、ビピリジル基にチオフェンと長鎖アルキル基を持つRu錯体色素(HRS-1)を用いると、吸収波長のシフトによりJscが増加した。チオフェンとPEDOTとのπ-πスタッキングによりホール移動が有利となってFFが向上したと考えられ、同様に長鎖アルキル基を持つZ907よりも変換効率が増加(2.1→2.6%)した。

2B11　フジクラ
　太陽電池モジュールの実用化において大面積化に伴う直列抵抗成分の低減は大きな課題となり、セル内の導電膜や集電極の配置の工夫による直列化、金属グリッド集電線の導入による並列化により大電力を得る方法が検討される。また、SPD法によるFTO／ITOの積層化、銀ペーストを用いた量産の容易なスクリーン印刷によるグリッド配線、柔軟なTi箔を対極とすることで集電極の導入により段差の大きくなった極間を柔軟にかつ密接につなぐなど抵抗の低減化、導電性の向上も重要となる
2B17　武蔵工大 小林研＋桐蔭横浜大 宮坂研
　ITO／フィルム基板上に酸化チタンを混合したPEDOTを製膜して対極触媒としたところ、CV測定では添加量4wt%のときにヨウ素の酸化還元ピークの電位差が最も小さくなり、電極特性が向上した。このとき酸化物によらず傾向が一致することから、電子は内部ではなく表面を通り、表面積の増加が影響したと考えられる。また、膜厚が薄い場合には界面抵抗成分の増加、厚い場合には内部移動抵抗の増加が示され、適度な厚みとする必要がある。CV測定のピークは電流量が変わらずピークがシフトしたことから、触媒活性の変化について検討する必要がある。

2B18　桐蔭横浜大 宮坂研
　TiO2バッファ層を持つITO-PENフィルムおよび色素としてD149を用いる場合のセル作成条件の最適化を行った。バッファ層を導入して色素吸着時間を40℃ 1.5hとし、また電解液にN-methylbenzimidazole (NMB)を20mM添加したところ、変換効率は2.9％から3.5％に増加した。

2B19　横浜国立大 渡邉研

　EMImTFSIに10wt％のナノ粒子シリカ(200m2/g, 12nm)を添加して電解液のナノコンポジット化により擬固体化した。これによりイオン液体中ではイオン交換による電荷移動となることで液体の場合とほぼ変わらない高い導電性が得られ、またヨウ素レドックスの拡散係数が増加し、液状電解液に近い電池特性を得られるようになった。
2B20　桐蔭横浜大 宮坂研

　電解液中のイミダゾリウム塩は酸化チタン表面に吸着し、逆電子移動を防ぐ役割を持つ。このときイミダゾリウム塩のカチオン部が大きいほどI3-の接近を阻害する効果が大きいことから、アルキル鎖をエチレンオキシドオリゴマーに置換したイミダゾリウム塩を電解液溶媒とした。このとき、電池特性は温度依存性が高く、高温ではJscが増加する一方でVocが低下しており、室温で特性が最大となった。
2B21　岐阜大 箕浦研
　CuSCNホール輸送層の電解析出では、溶液の吸収スペクトルからCu2+、SCN- (1:1)の錯体が活性種であることが分かる。このとき、回転電極の角速度と電流密度のLevichプロット、およびKoutecky-Levichプロットより拡散律速領域における拡散係数とその温度依存性、また拡散+電荷移動律速領域における反応速度定数を求めた。この場合、多孔質電極の細孔内まで拡散･析出が及ばず均一なホール輸送層が作成できないため、電位やパルス電流により析出をコントロールする必要がでてきた。
2B22　静岡大 昆野研

　TiO2／CuI界面における漏れ電流抑制のため、電着処理によるTiO2表面の不動態被覆を試みた。浸漬処理で効果のあった酢酸マグネシウム処理は細孔内への取り込みが不十分となるため効果が薄く、またアニオン性のナフィオンでも効果はなかったが、陰極側での排斥効果により被覆量を制御できることが分かった。カチオン性のPDACを用いたところ、陰極電着処理によりJscおよびVocの増加により特性が向上(1.45→2.26%)したが、この理由について今後検討する。
2B23　静岡大 昆野研

　TiO2／CuIセルにおいて有機色素を用いた場合の、酸化チタン表面における酢酸マグネシウム処理の効果について検証した。NKX2677の場合、Voc, FFの向上により変換効率を2.3→4.0%とすることができた。またD149でもVocはわずかに向上するもののJscの低下が大きく、電池特性は低下した。表面被覆によるD149の吸着サイトの減少が考えられる。
2B24　東理大 荒川研

　プラスチック基板を用いた場合、酸化チタン膜は加熱処理(170℃以下)よりも、加圧処理(80～120MPa, ゲージ圧)とした方が基板抵抗およびTiO2界面抵抗の増加が小さいことがインピーダンス測定より示され、より高い電池特性を示した。また封止の熱圧着について、色素電極への負荷を極力抑えるように高温(110℃), 低圧(1.5MPa,ゲージ圧), 短時間(15s)で操作を行う必要が示された。

2B25　京大 吉川研

　FTO基板に替わり、軽量で耐ヨウ素性のある金属Ti板を基板として用い、透明対極側から光を照射したときの電池特性について検討した。光の透過性を高めるため、対極Ptスパッタ膜の厚みと電解液中のヨウ素濃度(20ｍM)を最適化したところ、特に大面積化したセルにおいてはFFの低下が抑制され、FTO基板を用いた場合よりも電池特性(4.45→4.98%)が高くなった。
2B26　桐蔭横浜大 宮坂研

　擬固体化電解液としてポリアニリンにより被覆したカーボンブラック(PACB)をホール輸送材として用いた。さらに酸化チタン電極との電気的接触を改善するためにEOIｍIを細孔内に充填する電解液としたところ、PACBはPt対極と同等の触媒作用を示し、またヨウ素を添加しない場合に最も電池性能が高かった。また、CBをSW-CNTに変えると、SW-CNTの半導体性に基づく整流作用によるものと思われる特性の向上(1.10→1.63%)が得られた。
2B27　電中研

　ナノ結晶酸化チタン内の電子拡散に対して再結合が律速となるシミュレーションモデルにおいて、光強度の異なる条件下での酸化チタンから電解液または色素への逆電子移動モデルについて検証した。光強度が強い場合には－電子／－粒子間での再結合が加速化されることから再結合確率を電子密度により規格化、また光強度が弱い場合には色素酸化体との再結合を無視すると実験結果に近いI-V曲線を得ることができた

2B29　信州大 鈴木研

　ナノ粒子SnO2を多孔質電極材料とし、電解液組成の影響について検討した。このとき経過日数と共にVocが向上(0.43→0.56, 65日)したが、電極表面では導電帯準位を上昇させるTBPの接近･吸着、および準位を低下させるLi+の離脱が非常にゆっくり起きていると考えられる。しかし、さらにセル動作を続けたときの挙動については不明であり、検討しなければならない。
2B30　東理大
　電解液としてイオン性液体AlCl3-EMIｍCを用いたとき、ANの添加によりAlCl3の分解が抑制されることでヨウ素の酸化還元ピークよりも広い電位窓を持つことが確認された。また、混合溶液中では自然電位と導電率の変化よりAlCl3とANとの反応平衡からAlCl4-が生じていると推測される。これによりAN混合率を80%以下の範囲で増加させると、ヨウ素の酸化還元反応の限界電流を大きく増加させることができた。
2B31　静岡大 昆野研

　SnO2多孔質電極のバリア層として酢酸亜鉛溶液への浸漬処理により電極表面を修飾したところVocが増加する一方でJscが低下し、また溶液中への溶出･沈殿も見られた。そこで浸漬処理後に焼成処理を加えると、処理回数に伴ってZnOによる被覆率が向上し、Jscを維持したままVocが増加し、D149では変換効率4.9%を得ることができた。

2B32　東理大 荒川研

　TiO2電極表面を各種Sr塩により処理し、SrTiO3バッファ層の形成を試みた。Sr塩が中～塩基性の場合Vocは処理溶液濃度に伴って増加するが、EISにより界面抵抗の増加が示され、Jscが大きく低下した。しかしながら、低濃度のSrCl2・6H2O(0.02M)で処理したときにわずかに変換効率が向上(8.8→9.1%)させることができた。
2B33　桐蔭横浜大 宮坂研

　DSCとキャパシタを一体化した三極型セルにおいて、電解液へのTBP添加により生じるキャパシタ側への影響について検討した。DSC側ではTBP添加によりVoc増加し、これに伴ってキャパシタ側でも充電電圧が増加していた。このとき、エネルギー密度は電圧の二乗に比例して増えるため、充電容量および放電エネルギー密度の増加が得られた。また繰り返し特性の向上も示された。
2B34　静岡大 昆野研

　CuI/活性炭放電極のさらに外側に電解液と白金充電極を設置し、サンドイッチ型光二次電池とした。このとき固体電解質層からヨウ素が拡散し、充電極上に析出したCuの失活による自己放電が起きる。そこでこれを抑制するため放電極上にナフィオン膜を導入し、ヨウ素の拡散を防ぐことで光充放電特性が向上した。さらに電解液にイオン性液体HMImIを用いた場合では、イオン拡散が低下するため充電容量が低下したものの、サイクル特性の安定化が見られた。
